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■令和７年１月２９日に臨時会を開催
臨時会

■令和７年度予算案を可決
■予算審査特別委員会で延べ２９人が質疑
■一般質問に１８人が登壇

令和７年２月定例会

　３月２６日、「さのふぇす!2025」が佐野駅前交流プラザぱるぽーと
「駅前交流広場」で開催されました。佐野東高等学校吹奏楽部の
生徒による演奏では、青空の下、春の心地よい風に乗って響く
美しい音色が、訪れた人たちを楽しませていました。
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令和７年度予算は、「令和７年度佐野市行政経営方針」及び「令和７年度予算編成方針」に基づき編
成されました。
市長の予算大綱説明に対する質疑に澤田裕之議員（大樹会）、春山敏明議員（新風）、慶野常夫議員（政
友みらい）、田所良夫議員（新政クラブ）、小倉健一議員（志翔会）菅原達議員（公明党議員会）、滝田
洋子議員（日本共産党議員団）（以上質疑順）の７人が登壇
しました。
また、議員全員で構成される予算審査特別委員会では、
一般会計、特別会計及び企業会計の予算案に対し、３月３日、
４日、５日、６日、７日の５日間にわたり延べ29人の委員
による質疑が行われました。その結果、新年度予算全7議案
を可決し、併せて「令和7年度予算審査要望書（４・５ページに
記載）」を取りまとめました。 市長の予算大綱説明

委員長
高橋　　功

副委員長
滝田　洋子

佐野市議会　議会中継

　「令和７年第２回（２月）定例会・
常任委員会・予算審査特別委員会」
からご覧ください。

（パソコン・タブレット・スマートフォンで
   映像をご覧になれます！）���������

発言
順序 氏　名
1 小 暮 博 志
2 慶 野 常 夫
3 鶴 見 義 明
4 田 所 良 夫
5 春 山 敏 明
6 小 倉 健 一
7 早 川 貴 光
8 蘒 原 政 夫
9 神 宮 次 秀 樹

発言
順序 氏　名
1 鶴 見 義 明
2 小 倉 健 一
3 小 暮 博 志
4 早 川 貴 光
5 長 浜 成 仁
6 神 宮 次 秀 樹

発言
順序 氏　名
10 横 井 帝 之
11 澤 田 裕 之
12 久 保 貴 洋
13 小 森 隆 一
14 長 浜 成 仁
15 菅 原 　 達
16 山 菅 直 己
17 鈴 木 靖 宏

発言
順序 氏　名
7 春 山 敏 明
8 田 所 良 夫
9 久 保 貴 洋
10 小 森 隆 一
11 鈴 木 靖 宏
12 澤 田 裕 之

一　般　会　計

特別会計及び公営企業会計���������
�����

予算審査会場の様子予算審査会場の様子
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令和7年度 予算の概要 （当初予算額）

一般会計 ６６６億８，０００万円

特別会計 ２６４億６，５４０万円

公営企業会計収入 ９４億９，１７０万円

　　〃　　　支出 １２２億３，８０７万円

（1万円未満四捨五入）

議員人件費　
２億０，５３０万円

　議員２４名の人件費

職員人件費　
７，６３９万円

　議会事務局職員９名の人件費

政務活動支援事業費　
７２０万円　議員一人あたり年間３０万円（月額２万５千円）の政務活動費

を交付する費用（議員２４名分）

議会運営総務事務費
６５１万円

　議会運営に関する諸費用

会議録作成事業費　
１，１１７万円

　会議録作成費及び会議録検索システム使用料など

議会だより発行事業費
５３４万円　さの市議会だよりの印刷費用（定例会号が年４回分、臨時会号

が年１回）

常任委員会活動支援事業費　
２９４万円

　常任委員会の行政視察に要する費用

議会映像配信事業費　
３９９万円

　定例会及び臨時会の映像配信に要する費用

全国市議会議長会参画事業費、ほか７事業
２０２万円

　全国市議会議長会負担金など

計 ３億２，０８６万円

（注）各事業費の1万円未満を四捨五入しているため、実際の数値と異なることがあります。

議　会　費
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健全財政の保持

令和７年度予算は対前年度13.3％増の過去最大の予算規模となり、歳入では市債が大きく増加している。国内
経済動向も本格的な景気回復が見られない状況の中、人口減少等からも、市民の将来の負担が増加することが大

きく懸念される。本市は現在、比較的安定した財政運営を保持しているが、市民の安心な生活を維持するためにも、
ふるさと納税の取組の推進と改善による税外収入の確保や、有利な交付税措置となる起債の活用の継続など、中長期
的な視点を持って今後の事業の見直しや必要性の精査に努められたい。

消防体制の構築と地域防災力の強化

近年相次ぐ林野火災など、気候変動の影響から、全国的に災害の大規模化が問題となっている。足利市との共同
消防指令センターの整備及び運営が図られる予定であり、快適により安全で安心して暮らせるまちづくりに資す

る消防行政の変革が期待される。消防団の活性化や組織の再編を図りながら、市民の生命財産を守る確かな相互応援
体制を構築されたい。
　また、本市では、孤立可能性のある集落が90箇所と県内で最も多く想定されている。令和５年度に佐野市地域防災
計画が大幅に改定され、９年ぶりに開催となる総合防災訓練においては内容の充実を図るとともに、災害時に必要な
備蓄量の確保やトイレトレーラー等の整備を確実に実施されたい。

健康長寿延伸に向けた確実な歩みを進めるための施策の推進

本市の目指す健康長寿延伸を実現するためには、栃木県においては男女とも標準化死亡比が100を超える値を示
す脳血管疾患の死亡率を下げる必要がある。この予防には、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の

予防、規則正しい生活及びバランスの良い食生活、そして適度な運動が大切である。健康長寿推進事業を通して、病
気の重症化予防事業及び内臓脂肪型肥満に着目した健康診査を実施し、更に、健康づくり活動や歩数に応じてポイン
トを設けた健康マイレージ事業の参加者の増加を図るなど、疾病予防効果のエビデンスをもとに成果の上がる施策を
推進されたい。

地域の国際化に向けた取組の推進

多文化共生に向けた様々な取組の推進は、地域の国際化が進む昨今、欠かすことのできないもののひとつである。
社会経済情勢の変化と多文化共生施策の変遷の中、海外との積極的な関係構築による地域の活性化やグローバル

化への取組は、本市の発展に寄与し、未来を生きる子どもたちにとっても有益なものと言える。しかし、それらの取
組は具体性や方向性を明確にし、また、市民の理解を得ることが大前提である。様々な事業の推進にあたり、市民に
丁寧に説明し、理解を得た上で取組を進めるよう努められたい。

義務教育学校の着実な整備及び原油価格・物価高騰への円滑な対応

令和10年４月に開校が予定されている佐野市立西中学校区小中一貫校（佐野市立かえで義務教育学校）について
は、保護者や児童・生徒の声、地域の実情や意向・要望などを踏まえ、着実な整備に努められたい。

　また、原油価格・物価高騰に伴う学校給食費等の保護者の負担を軽減するための様々な対応を円滑に進め、子ども
たちが安心して成長できる環境づくりに努められたい。

市民生活の利便性、安全性及び快適性の向上促進

本市は、市道道路改良事業として、市民生活や公共交通機関の利便性向上を図るため、市民生活に密着した地域
の生活道路の新設改良、側溝・舗装の整備事業を進めている。道路の整備費は、人件費や資材価格の上昇などの

影響により、今後ますます増加することが予想されることから、安定的及び持続的な財源の確保が重要である。これ
まで以上に財源の効率的な活用を図り、安全と防災スペースを確保した、毎日の暮らしに大切な道路整備を進め、市
民生活の利便性、安全性及び快適性の向上に努められたい。

令和7年度 予算審査要望書
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安全安心な暮らしを守る上下水道等の点検及び更新の促進

埼玉県八潮市で起きた道路陥没事故は、下水道管の老朽化や維持管理の問題を改めて浮き彫りにした。今回の事
故を踏まえ、政府は、2026年度以降に開始する国土強靭化実施中期計画に、上下水道管の集中的な修繕や更新

を重点施策に盛り込む方針を示した。また、下水道管の老朽化が進み、補修対象が増える一方で、技術職員の不足も
課題である。下水道管の点検は目視などで確認する手法が一般的である中で、人手不足の対応として、人工衛星画像
や人工知能（ＡＩ）等によるデジタル技術の活用に力を入れる自治体が増えている。本市においても、市民の安全安心な
暮らしを守るため、従来の点検方法に加え、デジタル技術の活用等により、上下水道の緊急点検の実施や点検頻度の
強化及び更新計画の前倒しを検討されたい。
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議案番号 件　　名
賛
　
成

反
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 2021222324
長
浜
成
仁

蘒
原
政
夫

神
宮
次
秀
樹

小
森
隆
一

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原
　
　
達

木
村
久
雄

田
所
良
夫

鈴
木
靖
宏

久
保
貴
洋

澤
田
裕
之

滝
田
洋
子

鶴
見
義
明

小
暮
博
志

山
菅
直
己

春
山
敏
明

横
井
帝
之

飯
田
昌
弘

高
橋
　
　
功

議案第32号 令和７年度佐野市一般
会計予算 16 6 ×○○○○○×○議

長○○××○○××○○○○○○

議案第33号
令和７年度佐野市国民
健康保険事業特別会計

（事業勘定）予算
20 2 ○○○○○○○○議

長○○○○○○××○○○○○○

議案第35号
令和７年度佐野市介護
保険事業特別会計（保険
事業勘定）予算

20 2 ○○○○○○○○議
長○○○○○○××○○○○○○

議案第36号 令和７年度佐野市後期高
齢者医療特別会計予算 20 2 ○○○○○○○○議

長○○○○○○××○○○○○○

※○＝賛成　×＝反対 
※川嶋嘉一議長は採決に加わりません。

予算審査特別委員会に付託された議案と結果

賛否が分かれた議案

議案番号 件　　名　【内　　容】 議決結果

　 一般会計

議案第32号 令和７年度佐野市一般会計予算【歳入歳出予算の総額をそれぞれ66 ,680 ,000千
円とする】 原案可決 賛成多数

　 特別会計

議案第33号 令和７年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算【歳入歳出予算の
総額をそれぞれ11 ,910 ,200千円とする】 原案可決 賛成多数

議案第34号 令和７年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）予算【歳入歳
出予算の総額をそれぞれ295 ,800千円とする】 原案可決 賛成全員

議案第35号 令和７年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算【歳入歳出予算の
総額をそれぞれ12 ,369 ,500千円とする】 原案可決 賛成多数

議案第36号 令和７年度佐野市後期高齢者医療特別会計予算【歳入歳出予算の総額をそれぞ
れ1,889 ,900千円とする】 原案可決 賛成多数

  公営企業会計

議案第37号
令和７年度佐野市水道事業会計予算【収益的収入の予定額を2,253 ,338千円、
収益的支出の予定額を2,343 ,834千円とする。資本的収入の予定額を756 ,969
千円、資本的支出の予定額を1,916 ,626千円とする。】

原案可決 賛成全員

議案第38号
令和７年度佐野市下水道事業会計予算【収益的収入の予定額を4,165 ,494千円、
収益的支出の予定額を3,846 ,877千円とする。資本的収入の予定額を
2,315 ,894千円、資本的支出の予定額を4,130 ,730千円とする。】

原案可決 賛成全員
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2月定例会一般質問

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
に
つ
い
て
、
佐
野
市
と

足
利
市
で
共
同
運
用
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

市
長

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
消
防
本
部
ご
と
に

発
生
し
て
い
る
災
害
状
況
を
一
元
管
理
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
互
応
援
の
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
り
、
初
動
対
応
や
支
援
体
制
の
連
携
強
化
に
よ

る
災
害
対
応
力
の
強
化
が
図
ら
れ
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
市
民
生
活
の
安
全
、
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
も
、
指
令
セ
ン
タ
ー
を
共

同
で
整
備
す
る
こ
と
で
主
要
な
設
備
を
共
用
で
き
る
な

ど
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
整
備
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
在
り
方
調
査
特
別
委
員
会

に
、
地
方
自
治
法
第
100
条
の
権
限
が
委
任
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
多
数
の
証
人
喚
問
が
行
わ
れ
、
新
聞
や
メ

デ
ィ
ア
、
報
道
等
で
情
報
が
拡
散
さ
れ
て
お
り
、
市
民

の
関
心
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
こ
は
政
治
活
動
か

ら
一
旦
引
い
て
み
て
は
と
考
え
る
が
、
市
長
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に

市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
長

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
私
と

し
て
も
深
く
受
け
止
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
心
よ
り
お
わ
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
不
安
と
混

乱
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
公
正
で
透
明
性

の
高
い
市
政
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
活
動
等
に
伴
う
家
庭
や
保
護
者
負
担
に

つ
い
て
、小
規
模
校
で
は
、少
人
数
の
た
め
の
様
々

な
費
用
の
単
価
に
影
響
が
あ
る
。
修
学
旅
行
な
ど
の
交

通
費
等
限
定
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
学
校
の
実
態
、

家
庭
の
状
況
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
も
の
に
は
、
児
童
の

た
め
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
も
の
か
伺
う
。

教
育
長各

学
校
で
教
育
活
動
を
計
画
す
る
中
で
、
保
護
者

の
負
担
を
考
慮
し
、
活
動
内
容
を
工
夫
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
学
校
と
し
て
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
本
市
で
は
、
保
護
者
負
担

軽
減
の
た
め
に
要
保
護
、
準
要
保
護
世
帯
に
対
し
て
、

校
外
学
習
費
と
修
学
旅
行
費
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
昨
今
遠
足
等
の
費
用
も
大
変
高
騰
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
要
保
護
、
準
要
保
護
世
帯
に
限
ら
ず
、
修
学
旅

行
等
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
動
向

を
確
認
し
な
が
ら
情
報
を
集
め
る
な
ど
し
て
、
研
究
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
体
制
に
つ
い
て

金
子
市
政
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

佐
野
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

児
童
、生
徒
の
健
全
育
成

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

施
政
方
針
と
市
長
公
約

点
検
に
つ
い
て

☆�

国
際
防
災
拠
点
創
設
、

防
災
関
連
企
業
の
誘
致

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
の
医
療
提
供
体

制
に
つ
い
て

蘒は
ぎ
わ
ら原　
政ま
さ
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

田た
ど
こ
ろ所　
良よ
し
お夫 

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

小お
ぐ
ら倉　

健け
ん
い
ち一 

議
員

（
志
翔
会
）
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2月定例会一般質問

近
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
の
導
入
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
さ
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
、
交
通
の
脱
炭
素
化
や
ス
マ
ー
ト
ム

ー
ブ
の
推
進
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
導
入
に
つ

い
て
は
、
自
家
用
車
か
ら
環
境
に
優
し
い
移
動
手
段
へ
の

転
換
を
促
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
拡
大
や
観
光
資
源

の
回
遊
性
向
上
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
民
間
活
力
の

活
用
に
よ
る
導
入
も
視
野
に
入

れ
、
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
今

後
の
見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

茨
城
県
つ
く
ば
市
な
ど
、
小
中
一
貫
校
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
自
治

体
は
、
児
童
生
徒
数
が
大
幅
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
小
中
一
貫
校
と
し
て
大
規
模
校
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
り
ま
す
の
で
、
本
市
と
は
少

し
状
況
が
異
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

学
校
の
小
規
模
化
や
施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
課
題
解
決

の
た
め
、
義
務
教
育
学
校
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
う
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
に
丁
寧
に
具
体
的
に
改
修
計
画
を

提
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
本
市
の
補
助
限

度
額
は
100
万
円
だ
が
、
耐
震
改
修
は
最
低
で
も
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。
ま
た
、
補
助
金
額
を
上

げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

住
宅
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、
国
の
資
料
で
は

100
万
円
か
ら
150
万
円
程
度
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
最
も
多

い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。令
和
７
年
度
か
ら
、国
・

県
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
金
限
度
額
が
100
万

円
か
ら
115
万
円
に
拡
充
と
な
り
ま
す
。
本
市
も
そ
れ
に

向
け
て
、
要
綱
を
改
正
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
さ
の
実
現
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

小
中
学
校
適
正
規
模・適
正
配
置
の

推
進
に
つ
い
て

佐
野
市
の
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

戸
籍
へ
の
氏
名
の
振
り

仮
名
記
載
に
つ
い
て

☆�

防
犯
対
策
に
つ
い
て

☆�

旧
野
上
小
学
校
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

☆
防
災
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

小
中
学
校・
義
務
教
育

学
校
内
で
の
居
場
所
に

つ
い
て

☆�

学
校
給
食
に
つ
い
て

☆�

有
機
農
業
経
営
者
に
つ

い
て

澤さ
わ
だ田　
裕ひ
ろ
ゆ
き之 

議
員

（
大
樹
会
）

小こ
も
り森　

隆
り
ゅ
う
い
ち一 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

滝た
き
た田　
洋よ
う
こ子 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

議会からこんにちは　2025.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録7



2月定例会一般質問

春は
る
や
ま山　
敏と
し
あ
き明 

議
員

（
新
風
）

高た
か
は
し橋　
　
功
い
さ
お 

議
員

（
大
樹
会
）

再
開
に
向
け
た
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
調
査
、

検
討
し
た
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

現
在
、
観
光
施
設
が
有
す
る
課
題
解
決
を
目
指
し
、

民
間
事
業
者
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

観
光
施
設
に
お
い
て
最
大
限
に
活
用
す
る
民
間
提
案
制

度
を
取
り
入
れ
た
施
設
の
運
営
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
に
至
る
ま
で
は
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を

募
集
す
る
方
法
や
市
の
直
営
と
す
る
方
法
も
検
討
し

ま
し
た
。

　

民
間
提
案
制
度
は
、
市
側
か
ら
の
条
件
等
は
最
小
限

の
も
の
と
し
、
民
間
の
新
し
い
視
点
、
自
由
な
発
想
の

も
と
、
施
設
の
活
用
の
提
案
を
受
け
、
施
設
の
運
営
を

行
う
も
の
で
す
。
民
間
提

案
制
度
は
、
本
市
で
は
新

た
な
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
の
で
、
他
市
の
事
例
な

ど
を
参
考
に
、
本
市
で
の

導
入
に
向
け
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

避
難
所
に
つ
い
て
、
日
中
子
供
達
を
預
か
る
児
童
館
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
等
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
に
な
っ
て
い
な
い
施
設
が
多
い
こ
と
か
ら
か
、
避
難
所
一
覧

に
は
こ
れ
ら
の
施
設
が
一
つ
も
載
っ
て
い
な
い
。
子
供
達
や
職

員
は
、
ど
こ
を
避
難
所
と
し
て
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

行
政
経
営
部
長

武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
、
す
ぐ
建
物
の
中
に
避

難
し
て
い
た
だ
く
な
ど
身
の
安
全
を
第
一
に
ま
ず
は
行
動
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
さ
ら
な
る
避

難
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
付
近
の
堅
牢
な
建
物
に
移
動

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
避
難
所
の
一
覧
が
分
か

り
づ
ら
い
と
い
う
ご
指
摘
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に

つ
い
て
は
工
夫
を
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ソ
ー
ス
の
確
保
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

市
の
負
担
は
無
い
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
企
業
側
に
負
担
を
さ
せ
る
と
い
う

意
味
な
の
か
、
国
が
負
う
と
い
う
意
味
な
の
か
。
ま
た
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
を
し
た
際
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
企

業
に
は
ど
う
い
っ
た
説
明
を
し
た
上
で
賛
同
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

費
用
に
つ
い
て
は
、
災
害
を
受
け
て
被
災
支
援
を

す
る
相
手
側
の
市
町
村
に
そ
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
運
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
様
へ
の
お
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
費
用
を

求
め
な
い
方
法
で
調
査
を
し
て
お
り
、
最
終
的
に
ど
う
い

う
方
法
で
や
る
か
と
い
う
こ
と
は
別
に
考
え
て
い
く
、
あ

る
い
は
企
業
と
の
話
で
成
立
し
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

あ
き
や
ま
学
寮
等
４
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

近
年
の
安
全
保
障
に
お
け
る「
佐
野
市
国
民

保
護
計
画
」の
計
画
進
行
に
つ
い
て

�「
国
際
防
災
拠
点
さ
の
」

整
備
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て

☆�

２
０
２
５
年
問
題
が
も

た
ら
す
影
響
と
２
０
４
０

年
問
題
に
つ
い
て

☆�

葛
生
義
務
教
育
学
校
開

校
に
よ
り
閉
校
と
な
っ

た
小
中
学
校
の
活
用
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

大
橋
町
元
市
営
プ
ー
ル
跡
地(

須
永
元
邸
跡
地)

活
用
に
つ
い
て

☆�

か
え
で
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
、通
学
地
区
町
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て

☆�

か
え
で
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
、旗
川
地
区
と
吾
妻
地
区
他
の
６
町

会
を
一
つ
と
し
た
地
区
呼
称
に
よ
る「
地
区
公
民
館
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」の
新
設
に
つ
い
て

☆�

本
市「
義
務
教
育
学
校
」に
つ
い
て
の「
点
検・評
価
」と
通
学
地
区
市
民
へ
の「
現
義

務
教
育
学
校
の
現
在
と
以
前
の
各
小
学
校
時
点
と
で
の
子
ど
も・孫
を
通
学
さ
せ

て
い
る「
意
識
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」調
査
の
実
施
に
つ
い
て

☆�

赤
坂
町
地
内
市
道
植
野
13
号
線
と
市
道
2
級
102
号
線
が
交
わ
る
交
差
点
の

改
良
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

こ
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ

の
解
消
に
つ
い
て

☆�

動
物
愛
護
の
活
動
推
進

に
つ
い
て

菅す
が
わ
ら原　
　
達
と
お
る 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）
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2月定例会一般質問

今
後
の
花
・
花
薬
局
さ
の
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
床

の
整
備
計
画
、
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

花
・
花
薬
局
さ
の
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
床
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
整
備
及
び
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
対
象
と
す
る
助
成

金
を
活
用
し
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
の
工

期
で
、
ア
リ
ー
ナ
床
面
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
改
修
工
事
期
間
中
は
、
各
種
大
会
等
の
開
催
に

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
会
主

催
者
の
方
々
に
は
開
催
時
期
の
前
倒
し
や
、
他
の
施
設
で

の
開
催
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
利

用
者
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
な
る

よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

予
算
規
模
の
大
き
い
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
整

備
事
業
の
各
種
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

水
銀
灯
や
蛍
光
灯
な
ど
の
照
明
を
総
額
約
30
億
円

に
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
す
る
こ
と
で
、
年
間
約
３
億

円
の
電
気
料
金
が
約
１
億
円
に
な
り
、
ま
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
は
長
寿
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理
費
も
年
間

１
億
円
程
度
削
減
さ
れ
、
約
10
年
で
採
算
が
取
れ
る
見

込
み
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
を
期
限
と
す
る
脱
炭
素
化
推
進

事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
後
年
度
の
公
債
費
に
交

付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
の

交
付
税
措
置
率
約
35
％
で
計
算
し
ま
す
と
、
約
７
年
で

採
算
が
取
れ
る
見
込
み
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
、
道
路
の
陥
没
や
施

設
の
破
損
な
ど
、
身
近
な
問
題
を
手
軽
に
解
決
す

る
ア
プ
リ
の
導
入
に
関
し
て
、
本
市
の
現
在
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。

市
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
、
市
民
が
身
近
な

問
題
を
手
軽
に
解
決
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
投
稿
機
能
の
導
入
に
向
け
た
実

証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
も
が
快
適
に
利

用
で
き
る
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
も
十
分
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
い
利

便
性
を
実
現
す
る
た
め
、
現
在
市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
、
さ
の
ス
マ
ー
ト
セ
ー
フ
マ
ッ
プ
と
一
体

化
し
た
形
で
投
稿
機
能
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
令
和
７

年
度
当
初
か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
準
備
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

佐
野
市
運
動
公
園
の
施
設
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

�

佐
野
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

気
候
変
動
に
関
す
る
認

識
と
行
動
変
容
の
促
進

に
つ
い
て

☆�

防
災
対
策
に
つ
い
て

☆�

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

指
定
管
理
者
制
度
の
現

状
に
つ
い
て

☆�

人
口
減
少
社
会
へ
の
対

策
に
つ
い
て

久く

ぼ保　
貴た
か
ひ
ろ洋 

議
員

（
大
樹
会
）

小こ
ぐ
れ暮　
博ひ
ろ
し志 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

早は
や
か
わ川　

貴た
か
み
つ光 

議
員

議会からこんにちは　2025.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9



2月定例会一般質問

鶴つ
る
み見　
義よ
し
あ
き明 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

介
護
保
険
事
業
は
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
行
う

事
業
で
あ
り
、
佐
野
市
と
し
て
も
監
督
指
導
す
る

責
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ

り
今
の
介
護
施
設
の
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

健
康
医
療
部
長

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
よ
り

各
事
業
所
の
運
営
状
況
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

運
営
指
導
を
は
じ
め
と
し
た
監
査
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
令
和
７
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、

調
査
の
対
象
範
囲
や
質
問
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
々
と
し
た
空

間
で
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
楽
し
め
る
屋
内
型

の
子
供
の
遊
び
場
が
県
内
で
も
誕
生
し
て
お
り
、
近
隣
市

で
見
る
と
、足
利
市
で
は
キ
ッ
ズ
ピ
ア
あ
し
か
が
が
あ
る
。

行
政
と
民
間
が
連
携
し
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）を
活
用
し
、
民
間
の

創
意
工
夫
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
子
供
向

け
の
屋
内
の
遊
び
場
の
取
り
組
み
を
提
案
す
る
が
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

有
効
な
手
法
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
し
て
、
よ

り
よ
い
子
育
て
支
援
事
業
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
市
や
他
の
先
進
自
治
体
の
屋
内
遊

び
場
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
運
営
や
支
援
の
状
況
、
効
果

な
ど
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
設
立
に
至
る
経
緯
、
経
過
及
び
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

令
和
６
年
４
月
15
日
に
、
林
道
作
原
沢
入
線
が
約

５
年
ぶ
り
に
通
行
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
み
ど
り
市

と
と
も
に
新
た
な
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
み
ど
り
市
と
の
協
議
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
両
市
の

考
え
が
一
致
し
、
今
回
の
協
議
会
設
立
に
至
っ
た
も
の

で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
両
市
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
、
そ
し
て

両
市
に
案
内
看
板
の
設
置
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
類
似

施
設
の
共
通
券
の
販
売
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
者
に
つ
い
て

�

こ
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

本
市
と
み
ど
り
市
に
お
け
る

観
光
推
進
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て

☆�

第
６
次「
学
校
図
書

館
図
書
整
備
等
５
か

年
計
画
」に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

本
市
の
応
援
協
定（
災
害

協
定
）に
つ
い
て

☆�

通
学
用
の
ラ
ン
ド
セ
ル

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

鳥
獣
被
害
対
策
の
現
状

と
令
和
７
年
度
の
取
組

に
つ
い
て

☆�

本
市
に
お
け
る
敬
老
会

へ
の
対
応
に
つ
い
て

慶け
い
の野　
常つ
ね
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

神じ
ん
ぐ
う
じ

宮
次 

秀ひ
で
き樹 

議
員 

�

（
政
友
み
ら
い
）

議会からこんにちは　2025.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 10



2月定例会一般質問

山や
ま
す
げ菅　
直な
お
み己 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

（
仮
称
）プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
事
業
創

設
を
提
案
す
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
検
査
費
用
負
担
軽
減

の
取
り
組
み
で
あ
る（
仮
称
）プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
検
査
項
目
や
助
成
内
容
等
に
つ

い
て
、
他
市
の
先
進
事
例
や
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
２
月
28
日
に
旧
佐
野
市
、
旧
田
沼
町
、

旧
葛
生
町
が
新
設
合
併
を
し
て
佐
野
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
現
在
佐
野
市
長
と
し
て
20
年
間
を
顧
み
て
の
思

い
を
伺
う
。

市
長

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
い

だ
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
市
を
し
っ
か
り
と
育
て
、「
進
化
す

る
佐
野
市
」、「
選
ば
れ
る
佐
野
市
」で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
市
制
20
年
の
節
目
を
契
機
に
、「
佐
野
市
の
新
た
な

幕
開
け
」に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
へ
の
進
化
を
目
指
し
、
次

の
20
年
、
30
年
に
向
け
て
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
、
本

市
に
住
ま
う
こ
と
の
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
佐
野
市

づ
く
り
に
確
か
な
道
筋
を
つ
け
た
上
で
、
次
の
世
代
へ
と

つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
通
貨
の
導
入
の
目
的
、
ま
た
、
導
入
後
の
求

め
る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

地
域
通
貨
導
入
の
目
的
と
効
果
に
つ
い
て
は
、
第

１
に
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
市
内
事

業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
第
２
に
、
地
域
通
貨
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、
市
内
で
経
済

が
循
環
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
市
内
の
に
ぎ
わ
い
や
、
活
力
を
生
み
出

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
や
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
市
内
消
費
の
機
運
を
醸

成
し
、
地
域
経
済
の
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
事
業
者

の
経
営
の
安
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
は
市
民
の
雇
用

と
生
活
の
安
定
を
図
り
、
本
市
が
持
続
可
能
な
地
域
と
し

て
発
展
し
て
い
く
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

�

佐
野
市
制
20
年
の
歩
み
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
循
環・促
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
役
所
庁
舎
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

☆�

地
方
自
治
に
つ
い
て

☆�

国
際
防
災
拠
点
さ
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

自
然
災
害
対
応
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

教
育
支
援
に
つ
い
て

☆�

出
産・子
育
て
支
援
に
つ
い
て

☆�

防
災
に
つ
い
て

☆�

地
域
実
情
に
合
っ
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
に
つ
い
て

長な
が
は
ま浜　
成な
る
ひ
と仁 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

鈴す
ず
き木　
靖や
す
ひ
ろ宏 

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

議会からこんにちは　2025.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録11



議案番号 件　名　【内　容】 議決結果
— 選挙管理委員の選挙について 当選決定 —

— 選挙管理委員補充員の選挙について 当選決定 —

— 指定管理者制度の在り方調査特別委員会の最終報告書について【詳細は14ページに記載】 決定 賛成多数

議員案第  1号 佐野市議会の個人情報の保護に関する条例の改正について【詳細は15ページに記載】 原案可決 賛成全員

議員案第  2号 虚偽の証言に対する告発について【詳細は15ページに記載】 原案可決 賛成多数

決議案第  2号 指定管理者制度の在り方調査特別委員会の調査経費の追加に関する決議について【詳細は15
ページに記載】 原案可決 賛成全員

決議案第  3号 議案第32号令和7年度佐野市一般会計予算に対する附帯決議【詳細は16ページに記載】 原案可決 賛成多数

決議案第  4号 金子裕市長に対する辞職勧告決議【詳細は16ページに記載】 否　　決 賛成少数

意見書案第1号 特定商取引に関する法律の抜本的改正を求める意見書について【詳細は17ページに記載】 原案可決 賛成全員

議案第  2号 佐野市個人番号の利用に関する条例の改正について【特定個人情報を利用する事務の規定を
整理するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第  3号 佐野市職員の育児休業等に関する条例の改正について【育児休業、介護休業等育児又は家族
介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第  4号 佐野市会計年度任用職員の報酬等及び費用弁償に関する条例の改正について【会計年度任用
職員の報酬の規定を改め、及び所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第  5号
佐野市長等の給与及び旅費に関する条例及び佐野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の改正について【市長、副市長及び市議会議員の令和7年4月以降に支給する期末
手当の支給率を改めるための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第  6号 佐野市職員の給与に関する条例等の改正について【給料表及び期末手当等の支給率を改め、
行政職の職員等に地域手当を支給し、並びに所要の規定を整備するための関係する条例の改正】 原案可決 賛成全員

議案第  7号 佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正について
【職員の特殊勤務手当に外国勤務手当を追加し、及び所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第  8号 佐野市技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の改正について【技能労務職員の地
域手当及び災害派遣手当を支給し、並びに所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第  9号
佐野市手数料条例の改正について【建築基準法等の改正に伴い建築関係手数料を改め、宅地
造成及び特定盛土等規制法のみなし許可に係る中間検査の手数料を定め、及び所要の規定を
整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第10号 佐野市教育振興基金条例の制定について【児童生徒の教育の振興に資する事業に必要な経費
の財源を確保するための条例の制定】 原案可決 賛成全員

議案第11号
佐野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の改正について【家庭的保育事
業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い食事の提供の特例に係る要件を改め、及び所
要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第12号 佐野市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例の廃止につい
て【宅地造成及び特定盛土等規制法の栃木県での運用が開始されることに伴う条例の廃止】 原案可決 賛成全員

議案第13号 佐野市道の駅どまんなかたぬま条例の改正について【佐野市道の駅どまんなかたぬまの会議
室及び研修室を廃止し、並びに所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

令和7年第2回定例会（2月定例会）審議された議案等と結果

　第2回定例会（2月定例会）は、2月14日（金）から3月12日（水）までの27日間の日程で行われました。審議
された議案等とその結果は、次のとおりです。

令和7年第1回臨時会　審議された議案と結果

　1月29日（水）に第１回臨時会が行われました。審議された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　名　【内　容】 議決結果

決議案第１号 指定管理者制度の在り方調査特別委員会の調査経費の追加に関する決議につ
いて【詳細は15ページに記載】 原案可決 賛成全員

議案第１号 令和6年度佐野市一般会計補正予算（第10号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
513 ,124千円を追加及び繰越明許費の補正】 原案可決 賛成全員
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議案番号 件　名　【内　容】 議決結果

議案第14号
佐野市高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の設置の基準に関す
る条例の改正について【高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の改
正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第15号 佐野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の改正について【佐野新都市高
萩・越名地区地区整備計画区域における建築物に関する制限を改めるための改正】 原案可決 賛成全員

議案第16号
佐野市水道事業企業職員及び下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の改正
について【水道事業企業職員及び下水道事業企業職員の扶養手当等の支給基準を改め、並び
に地域手当を支給するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第17号 佐野市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の改正について【水道法
施行令等の改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格の規定を改めるための改正】 原案可決 賛成全員

議案第18号 佐野市立西中学校区小中一貫校整備事業設計施工一括契約について【佐野市立西中学校区小
中一貫校整備事業設計施工一括契約の執行】 原案可決 賛成多数

議案第19号 仙波辺地総合整備計画の策定について【仙波辺地総合整備計画の策定】 原案可決 賛成全員
議案第20号 氷室辺地総合整備計画の策定について【氷室辺地総合整備計画の策定】 原案可決 賛成全員
議案第21号 白岩・作原辺地総合整備計画の変更について【白岩・作原辺地総合整備計画の変更】 原案可決 賛成全員

議案第22号 梅園・閑馬・下彦間辺地総合整備計画の変更について【梅園・閑馬・下彦間辺地総合整備計
画の変更】 原案可決 賛成全員

議案第23号 飛駒辺地総合整備計画の変更について【飛駒辺地総合整備計画の変更】 原案可決 賛成全員

議案第24号 市道路線の認定について【都市計画道路唐沢公園線整備計画に伴い生ずる旧道区間を市道と
して認定】 原案可決 賛成全員

議案第25号 令和6年度佐野市一般会計補正予算（第11号）【歳入歳出予算の総額からそれぞれ1,006 ,656
千円を減額、継続費、繰越明許費、債務負担行為、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

議案第26号 令和6年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第4号）【歳入歳出予算の
総額に49 ,128千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第27号 令和6年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）補正予算（第3号)【歳入歳
出予算の総額からそれぞれ5,918千円を減額】 原案可決 賛成全員

議案第28号 令和6年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第4号）【歳入歳出予算の
総額にそれぞれ408千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第29号 令和6年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）【歳入歳出予算の総額からそれ
ぞれ31 ,785千円を減額】 原案可決 賛成全員

議案第30号
令和6年度佐野市水道事業会計補正予算（第2号）【収益的収入の予定額に1,436千円、収益的
支出の予定額に59千円を追加。他会計からの補助金を82 ,570千円とし、特別の補助を受け
る額を50千円とする】

原案可決 賛成全員

議案第31号
令和6年度佐野市下水道事業会計補正予算（第2号）【収益的収入の予定額から291 ,716千円
を減額、資本的収入の予定額から1,448千円を減額。他会計からの補助金を1,123 ,633千円
及び補助を受ける金額を376 ,367千円とし、特別の補助を受ける額を24千円とする。利益
剰余金の処分として減債積立金の一部140 ,790千円を利益積立金へ積立替する。】

原案可決 賛成全員

議案第39号
佐野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の改正について【育児を行う職員の時間
外勤務の制限においてその対象となる子の範囲を拡大し、及び所要の規定を整備するための
改正】

原案可決 賛成全員

議案第40号 佐野市職員等の旅費に関する条例の改正について【国家公務員等の旅費に関する法律の改正
に伴い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第41号
佐野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の改正につい
て【特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第42号 佐野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の改正について【家庭的保育事
業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第43号 佐野市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例の制定について【乳児等通園
支援事業の設備及び運営に関する基準を定めるための条例の制定】 原案可決 賛成多数

議案第44号 葛生清掃センター焼却施設等改修工事請負契約について【葛生清掃センター焼却施設等改修
工事請負契約の執行】 原案可決 賛成全員

議案第45号 令和6年度佐野市一般会計補正予算（第12号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ100千円を追
加及び繰越明許費の補正】 原案可決 賛成全員

陳情第  1号 特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書を政府等に提出することを求める陳情【詳細
は16ページに記載】 採　　択 賛成全員
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　　指定管理者制度の在り方調査特別委員会に付託された調査事項について、佐野市議会会議規則第102条
の規定により、令和7年3月12日（水）に「指定管理者制度の在り方調査特別委員会最終報告書」を議長へ
提出しました。また、同日本会議において報告し、賛成多数で原案のとおり決定しました。
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―
指定管理者制度の在り方
調査特別委員会の最終報
告書について

14 8 ○○○○○○○×議長○○○○××○○×××○××

議員案第２号 虚偽の証言に対する告発
について 13 9 ○○○○×○○×議長○○○○××○○×××○××

決議案第３号
議案第32号令和７年度
佐野市一般会計予算に対
する附帯決議

15 7 ○○○○○○○○議長○○○○××○○×××○××

決議案第４号 金子裕市長に対する辞職
勧告決議 11 12 ○○×○××○××○○○○××○○×××○××

議案第18号
佐野市立西中学校区小中
一貫校整備事業設計施工
一括契約について

20 2 ○○○○○○○○議長○○○○○○××○○○○○○

議案第43号
佐野市乳児等通園支援事業
の設備及び運営の基準に関
する条例の制定について

20 2 ○○○○○○○○議長○○○○○○××○○○○○○

※○＝賛成　×＝反対 
※川嶋嘉一議長は採決に加わりません。
※決議案第4号は可否同数となったため、議長裁決となりました。

賛否が分かれた議案等

▶︎ �最終報告書については、
こちらからご覧になれ
ます。

▲議長へ最終報告書を提出した際の写真

指定管理者制度の在り方調査特別委員会の最終報告書について
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▼提案理由
　　情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並び
に行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の
一部を改正する法律の施行に伴い、所要の規定を整備するため本条例を改
正したいので提案するものです。　

▼審議結果
　　常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。

　　（提出者）横井帝之議員、（賛成者）鶴見義明議員、鈴木靖宏議員、菅原
達議員、小倉健一議員、長浜成仁議員により、地方自治法第100条第１項の
規定に基づく権限を付与された、指定管理者制度の在り方調査特別委員会での
証人尋問において金子裕氏の証言に虚偽が認められたことから、同条第９項
に基づき、宇都宮地方検察庁に告発する議員案が提出され、常任委員会への
付託を省略し、本会議において賛成多数で可決されました。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

決議案第１号 指定管理者制度の在り方調査特別委員会の調査経費の追加に
関する決議について

議員案第１号 佐野市議会の個人情報の保護に関する条例の改正について

議員案第２号 虚偽の証言に対する告発について

　　（提出者）菅原達議員、（賛成者）横井帝之議員、鶴見義明議員、鈴木靖宏
議員、小倉健一議員、澤田裕之議員、長浜成仁議員により、本調査に要する
経費は、令和６年度においては80万円以内としていますが、調査を進める上
で不足が生じることから、調査経費を追加する決議案が提出され、常任委員
会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。 ▲ �全文は、こちらから

　 ご覧になれます。

　　（提出者）菅原達議員、（賛成者）横井帝之議員、鶴見義明議員、鈴木靖宏
議員、小倉健一議員、澤田裕之議員、長浜成仁議員により、本調査に要する
経費は、令和６年度においては180万円以内としていますが、調査を進める
上で不足が生じることから、さらに調査経費を追加する決議案が提出され、
常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。 ▲ �全文は、こちらから

　 ご覧になれます。

決議案第２号 指定管理者制度の在り方調査特別委員会の調査経費の追加に
関する決議について
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陳情第1号 特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書を政府等に提出
することを求める陳情

決議案第４号 金子裕市長に対する辞職勧告決議

　　（提出者）菅原達議員、（賛成者）木村久雄議員により、国際
防災拠点整備推進事業費について、予算審査特別委員会の審査に
おいても納得のできる合理的な説明がされず、未だ不透明な事業
であり、少なくとも「国際」の枠組みを外した上で、地域防災力
強化の為の事業に内容を見直し、国際防災拠点整備推進事業の事
業名を防災拠点整備事業に変更し、地域の実情に合った事業を推
進するため、議案第32号令和7年度佐野市一般会計予算に対する
附帯決議案が提出され、常任委員会への付託を省略し、本会議に
おいて賛成多数で可決されました。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

決議案第３号 議案第32号 令和７年度佐野市一般会計予算に対する附帯決議

　　（提出者）鈴木靖宏議員、（賛成者）田所良夫議員により、佐野
市及び佐野市民が不利益を被らないよう、そして、次世代へこの佐野
市が受け継がれてさらに発展するために、金子裕市長に対し、速やか
に市長の職を辞することを勧告する決議案が提出され、常任委員会へ
の付託を省略し、本会議において賛成少数で否決されました。 ▲ �全文は、こちらから

　 ご覧になれます。

▼陳情人
　栃木県弁護士会　会長　石井　信行

▼陳情の要旨
　　国会及び政府に対し、幅広い世代の消費者被害を防止、救済するた
めに、特定商取引法の抜本的改正を求める意見書を提出することを採
択していただくよう陳情するものです。

▼審議結果
　　厚生常任委員会に付託され、賛成全員で採択となりました。本会議
においても賛成全員で採択となりました。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。
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意見書案第１号 特定商取引に関する法律の抜本的改正を求める意見書について

　　（提出者）横井帝之議員、　（賛成者）蘒原政夫議員、小暮博志議員、
菅原達議員により特定商取引に関する法律の抜本的改正を求める意見書
案が提出され、常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で
可決されました。
　　意見書は、佐野市議会として内閣総理大臣、総務大臣、経済産業大臣、内
閣府特命担当大臣 （消費者及び食品安全担当）、衆議院議長、参議院議長
に提出しました。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

特定商取引に関する法律の抜本的改正を求める意見書

　特定商取引に関する法律（以下「特商法」という。）の平成28年改正の際、いわゆる5年後見直しが
定められたところ、令和4年12月に同法改正から5年が経過しました。
　令和6年版消費者白書によると、消費生活相談は、令和5年が91万件でここ15年ほど高止まりが続いて
おり、特商法の対象分野の相談は全体の約55%にのぼります。
　令和6年版消費者白書によれば、65歳以上の高齢者の相談では、特商法の対象取引分野のうち訪問販
売の割合が12.6%、電話勧誘販売の割合が6.9%と、65歳未満の訪問販売の割合が8.1%、電話勧誘販売
の割合が5.2%であるのと比べて高くなっています。とりわけ認知症等の高齢者においては、令和6年版
消費者白書によると、訪問販売・電話勧誘販売の相談が45.4%を占めており、超高齢化社会が進む中、
高齢者が悪質商法のターゲットにされないよう早急な対応が必要です。
　また、令和6年版消費者白書によると、インターネット通販に関する相談が世代全体の29.9%と最多と
なり、SNSが関係する消費生活相談件数も8万404件と過去最多となっていますが、事業者や勧誘者を特
定できない事例も多いです。
　さらに、連鎖販売取引、いわゆるマルチ取引は、20歳代において高い比率を占めています。
　よって、国においては、これらの被害に対処するため、下記の項目について、特商法の改正を行うよ
う強く要望します。

記
1�　訪問販売や電話勧誘販売について、消費者があらかじめ拒絶の意思を表明した場合には勧誘してはな
らない制度とすること及び事業者の登録制を導入すること。

2�　SNS等のインターネットを通じた通信販売の勧誘等について、行政規制・クーリングオフ等を認める
こと及び権利を侵害された者はSNS事業者等に対し、相手方事業者等を特定する情報の開示を請求でき
る制度を導入すること。

3　連鎖販売取引について、国による登録・確認等の開業規制を導入すること及び規制を強化すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年3月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野市議会
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小
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委
員
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野
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夫

（
令
和
7
年
4
月
16
日
ま
で
）

 

春
ら
し
く
穏
や
か
な
気
候
に

心
和
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
の
定
例
会
で
は
、
一
般
質

問
に
18
人
が
登
壇
し
、
真
摯
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計

を
審
査
す
る
予
算
審
査
特
別

委
員
会
が
開
か
れ
、
５
日
間
で

述
べ
29
人
に
よ
る
様
々
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
第
２
次
佐

野
市
総
合
計
画
中
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も「
進
化
す
る
佐
野
市
」、

「
選
ば
れ
る
佐
野
市
」で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
像
に
向
け
、
市
議
会

も
市
民
の
暮
ら
し
を
改
善
し
、

幸
せ
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
問
題
や
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
慶
野
記
）

編
集
後
記

令和7年 5月臨時会日程（案）令和7年 5月臨時会日程（案）

令和7年 6月定例会日程（案）令和7年 6月定例会日程（案）

※�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会し、
７件以上の場合は午前９時に開会となります。

　令和7年6月定例会の日程は、5月30日(金)の議会運営委員会で内定し、6月6日（金）の本会議で決定します。

5月26日（月） 27日（火） 28日（水） 29日（木） 30日（金） 31日（土） 6/1日（日）
請願・陳情 
提出期限（17:00）

10:00 
議会運営委員会

2日（月） 3日（火） 4日（水） 5日（木） 6日（金） 7日（土） 8日（日）
本会議（開会、施政
方針表明、議案説明）休会 休会

9日（月） 10日（火） 11日（水） 12日（木） 13日（金） 14日（土） 15日（日）

休会
10:00  本会議

（施政方針質疑、 
議案質疑）

10:00	 本会議
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問） 休会 休会

16日（月） 17日（火） 18日（水） 19日（木） 20日（金） 21日（土） 22日（日）

10:00	 本会議
（一般質問）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会 休会 休会

23日（月） 24日（火） 25日（水） 26日（木） 27日（金） 28日（土） 29日（日）
10:00	 本会議

（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

月 日 開会時間 会議内容

5月 13日（火） 10:00 臨時会（議長・副議長選挙など）

　令和７年４月13日（日）に佐野市議会議員選挙が行われ、

24名の議員が当選されました。６月１日発行の市議会だより

第94号（臨時会号）でご紹介します。ぜひご覧ください。

臨時会号のお知らせ （６月1日発行)のご案内

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局	 電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501 佐野市高砂町 1番地	 電子メール：gikai@city.sano.lg.jp
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